


 

諮問第２０２４号 

ケーブルテレビシステムの技術的条件 

 

１ 諮問理由 

近年の急速な情報通信技術の進歩に伴い、ケーブルテレビ事業においては新技術

を用いたサービスの実用化が相次いでいる。例えば、従来同軸ケーブル主体であっ

たネットワークを高度化するため、ＦＴＴＨ（Fiber To The Home）を導入する事業

者が徐々に増加してきていることから、昨年、ＦＴＴＨについて同軸ケーブルと同

等の７７０ＭＨｚまでの伝送に関する技術基準の策定を行ったところである。 

これに関連して、現在、ＦＴＴＨでは、伝送可能な周波数帯を最大で３，０００

ＭＨｚまで拡大することで、これまで周波数や変調方式を変更した上でなければ伝

送できなかったＢＳ放送の信号をそのまま伝送することを可能とする｢ＢＳ－ＩＦ

パススルー伝送｣が実現されており、昨今、この伝送方式を事業者が導入しつつある。 

また、情報源符号化方式としてＨ．２６４を用いたデジタルハイビジョン放送を

可能とするため、本年７月２０日、情報通信技術分科会から｢ＣＳデジタル放送（広

帯域伝送方式を除く。）の高度化に関する技術的条件｣について答申を受けたことか

ら、ケーブルテレビにおいてもＨ．２６４の利用を可能とする必要が生じ、さらに

多チャンネルサービスやブロードバンドサービスの進展により、必要とするチャン

ネル数が逼迫してきていることから、伝送路の大容量化のために伝送路符号化方式

について検討を行う必要が生じたところである。 

以上のことから、最新の技術進歩を反映したケーブルテレビシステムに求められ

る技術的条件について、幅広く検討する必要が生じている。 

このため、ケーブルテレビシステムの技術的条件の審議を求めるものである。 

 

２ 答申を希望する事項 

ケーブルテレビシステムの技術的条件 

 

３ 答申を希望する時期 

平成１９年２月頃 

 

４ 答申が得られた時の行政上の措置 

関係省令等の整備 

別 紙
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